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⽣活道路のゾーン対策講習会（名古屋）を開催しました
⼀般社団法⼈ 交通⼯学研究会

平成30年8⽉27⽇（⽉）に名古屋にて、⼤幅改訂にされた「改訂 ⽣活道路のゾーン対策マニュアル」
の解説や施策の最新情報についての講演、さらに実際にハンプを設置した静岡市と佐賀市における先進対
策事例の紹介、講習会にご参加の皆さまとデバイスについて考えるワークショップを実施しました。また、講習
会にあわせて、名古屋市内のデバイス設置箇所における現地⾒学会も開催しました。

回答者44⼈

回答者38⼈回答者44⼈

参加者
の所属

現地⾒学会
の感想

事例紹介
の感想

市区町村や⼤学・研究機関及びコンサルタントを中⼼に、様々な⽅が参加されました。

事例紹介や現地⾒学会といった、実際の現場で役⽴つ情報も提供し、参加者の皆様からは
ご好評の声を多数いただきました。

参加者の皆様は「住⺠とのコミュニケーション」、「デバイス設置時の設計・施⼯」、「対策箇所
の選定」など様々な悩みをお持ちで、専⾨家を交えたワークショップで解決⽅法を議論しました。



⽣活道路のゾーン対策講習会（名古屋）の概要
⼀般社団法⼈ 交通⼯学研究会

当⽇のプログラム（開催⽇︓平成30年8⽉27⽇（⽉））

13:00〜13:20 ⽣活道路対策の基本的考え⽅ 久保⽥ 尚（埼⽟⼤学）
寺内 義典（国⼠舘⼤学）

13:20〜13:40 ゾーン30の推進について 沢⽥ 章夫
（愛知県警察本部）

13:40〜14:00 ⽣活道路における交通安全対策 加藤 正⾂
（国⼟交通省中部地⽅整備局）

＜ 休 憩 ＞
14:15〜15:00 「改訂 ⽣活道路のゾーン対策マニュアル」解説

第 I部 ゾーン対策の進め⽅
第II部 対策⼿法と留意点

伊藤将司
（(株)福⼭コンサルタント）
⼩嶋⽂（埼⽟⼤学）

15:00〜15:40 事例紹介
デバイス導⼊事例についてのご講演

江藤 勇⼀（静岡市役所）
武久 修 （佐賀市役所）

＜ 座 席 変 更 ＞
15:45〜16:55 ワークショップ

＜ 閉 会 （ 17 : 00 ） ＞

1. 現地⾒学会 10:00〜11:00

2. 講習会 13:00〜17:00

• 今回の講習会では、国⼟交通省の「⽣活道路対策エリア」に登録されている名古屋市天⽩区
植⽥東地区で、現地⾒学会を開催

• ①ハンプの設置、②エスコートマークの設置、③歩⾞共存道路の整備、④狭さくの設置、⑤横断
歩道の移設、⑥交差点形状の変更、⑦外側線の設置について、解説つきの⾒学会を実施

ハンプの設置

歩⾞共存道路の整備

狭さくの設置

交差点形状の変更


